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「
赤
い
グ
ラ
ス
」
作
曲
者･

牧
野
昭
一
さ
ん

中標津高ラグビー部｢花園行き｣

歌
謡
曲
「
赤
い
グ
ラ
ス
」
の
作
曲
者
で
、
東

京
か
ら
根
室
支
庁
中
標
津
町
に
移
り
住
ん
だ
作

曲
家
牧
野
昭
一
さ
ん(

)

が
、
道
立
中
標
津
高

七
○

校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
応
援
歌
を
作
詞
、
作
曲
し
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
同
ラ
グ
ビ
ー
部
は
年
末
年

始
に
大
阪
・
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
る
全

国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
に
北
北
海
道
代
表
と
し

て
、
二
十
四
年
ぶ
り
三
回
目
の
出
場
を
決
め
て

お
り
、
同
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
力
強
い
援
軍
に
な

り
そ
う
だ
。

歌
は
「
凍
れ
て
も

吹
雪

、

い
て
も

明
日
か
ら
体
当
た

▲
…
…
…
…
…
…
…
…

自
ら
指
揮
棒
を
ふ
る
っ
て
吹

奏
楽
部
と
合
唱
部
を
指
導
す

る
牧
野
さ
ん
（
左
）

り
」
と
、
北
国
の
自
然
を
織
り

込
ん
だ
歌
詞
に
、
選
手
を
鼓
舞

す
る
マ
ー
チ
調
の
曲
。
間
奏
に

ハ
ミ
ン
グ
も
取
り
入
れ
た
。

十
七
日
に
は
、
牧
野
さ
ん
が

同
校
を
訪
れ
、
初
め
て
吹
奏
楽

部
と
合
唱
部
を
指
導
し
た
。
吹

奏
楽
部
の
二
年
生
福
地
久
美
子

部
長
は
「
演
奏
し
や
す
い
し
、

選
手
も
頑
張
れ
そ
う
」
と
話
し

た
。牧

野
さ
ん
は
、
一
九
九
〇
年

に
町
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
、
審

査
員
と
し
て
同
町
を
訪
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
同
町
を
気
に
入

り
、
昨
年
九
月
、
移
り
住
ん
だ
。

ラ
グ
ビ
ー
部
が
十
月
初
め
に
花

園
行
き
を
決
め
「
話
が
あ
れ

、

ば
、
応
援
歌
を
作
っ
て
あ
げ
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

先
月
中
旬
に
同
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら

依
頼
さ
れ
た
「
ラ
グ
ビ
ー
部

。

の
お
か
げ
で
曲
を
作
る
こ
と
が

で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」
と
、

三
日
徹
夜
し
て
書
き
上
げ
、
吹

奏
楽
用
と
コ
ー
ラ
ス
用
の
二
通

り
編
曲
し
た
。
今
月
に
入
り
、

譜
面
を
同
校
に
贈
っ
た
。

応
援
歌
は
、
町
民
を
集
め
た

二
十
一
日
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
激

励
会
で
お
披
露
目
さ
れ
る
。


